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も
う
半
世
紀
も
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
筆
者
は

高
校
生
の
頃
に
、
趣
味
で
関
東
の
終
着
駅
巡
り
を

し
て
い
た
。
そ
の
旅
で
３
番
目
に
訪
れ
た
駅
が

上か
ず
さ総

中な
か

野の

駅
だ
っ
た
。
そ
の
後
も
社
寺
巡
り
の
た

め
、
小こ

湊み
な
と

鐵
道
を
度
々
利
用
し
て
き
た
が
、
終
着

駅
ま
で
乗
車
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
上
総

中
野
駅
を
訪
れ
る
の
は
そ
の
時
以
来
で
あ
る
。

小
湊
鐵
道
の
開
業
は
大
正
14
（
１
９
２
５
）
年

３
月
７
日
に
遡

さ
か
の
ぼる
。
五ご

井い

～
里さ

と

見み

間
、
25
・
７
㎞

で
の
開
業
で
、
上
総
中
野
に
至
る
全
線
が
開
通
し

た
の
は
昭
和
３
（
１
９
２
８
）
年
の
こ
と
だ
。

小
湊
鐵
道
は
五
井
か
ら
安あ

房わ

小こ

湊み
な
と

（
現
・
鴨
川

市
小
湊
）
に
至
る
路
線
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。
小

湊
は
日に

ち

蓮れ
ん

宗し
ゅ
う

開
祖
・
日
蓮
が
生
ま
れ
た
地
で
、
生

家
跡
に
建
立
さ
れ
た
と
さ
れ
る
誕た

ん

生じ
ょ
う

寺じ

が
あ
る
こ

と
か
ら
、
多
く
の
観
光
客
や
信
者
が
訪
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
当
時
の
小
湊
に
鉄
道
は
通
っ
て
お
ら

ず
、
乗
合
自
動
車
を
使
う
か
、
汽
船
で
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
事
情
に
加
え
、

内
房
と
外
房
を
結
ぶ
交
通
路
整
備
の
観
点
か
ら

も
、
鉄
路
の
開
通
が
望
ま
れ
て
い
た
。

大
正
２
（
１
９
１
３
）
年
に
五
井
～
小こ

湊み
な
と

間
の

鉄
道
敷
設
免
許
の
認
可
が
下
り
、
大
正
６
年
（
１

９
１
７
）に
は
小
湊
鐵
道
株
式
会
社
が
発
足
し
た
。

五
井
～
上
総
中
野
の
工
事
は
順
調
に
進
み
開
業

に
至
っ
た
が
、
上
総
中
野
か
ら
先
、
小
湊
に
至
る

工
事
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
。
外
房
の
大
原

か
ら
上
総
中
野
を
結
ぶ
国
鉄
木き

原は
ら

線せ
ん

（
現
・
い
す

み
鉄
道
）
の
敷
設
や
、
房
総
線
（
現
・
外
房
線
）

房
総
半
島
横
断
の

夢
を
追
っ
て

上養老橋デッキから見た上り列車走行の様子。

民
営
鉄
道
の

起
源
を
訪
ね
て

鉄
路
は
何
を
目
指
し
た
か

連
載
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しぶやのぶひろ
1960 年、東京生まれ。早稲田大学卒。日本宗教史研究家。主な著作に『成り立ちや教えがわかればもっと興味深い！   
密教の教科書』（ナツメ社）、『聖地鉄道めぐり』（GB）、『トホホな日本人物伝』（時事通信社）ほかがある。

小湊鐵道と JR 東日本の共同使用駅。小湊鐵道の始発駅で
あり、JR 内房線の駅でもある。写真の左上に見えているの
が小湊鐵道のホームと車両。

光風台団地の造成
に 合 わ せ て 昭 和
51（1976）年に開
業した、小湊鐵道
で は 一 番 新 し い
駅。国登録有形文
化財の第一養老川
橋梁が眺められる
上養老橋デッキも
近い。

小湊鐵道直営のカフェスペース
併設の待合室。鉄道やバスの出
発待ちや待ち合わせに利用でき
る。安全第一カレーなどフード
メニューも充実。

白鳳 2（662）年創建と伝わる古社。古くより縁結
び・安産・子育ての霊験で有名。現在の社殿は享保
12（1727）年に再建されたもの。

養老川の氾濫予防と水源開発のために建設された高
滝ダムのダム湖。平成 2（1990）年に完成。周辺には
美術館やグランピングなどの宿泊施設などがある。

昭和 3（1928）年の開業当時は朝生原駅
といった。昭和 29 年に現駅名に変更。
養老渓谷温泉郷などの観光地への玄関
口。駅周辺を森に戻す逆開発が進行中。

小湊鐵道の終着駅。五井駅からの営業キロは 39.1 キロ
メートル。いすみ鉄道いすみ線の接続駅となっている。
小湊鐵道で唯一、市原市ではなく大

おお

多
た

喜
き

町
まち

にある駅。

が
開
通
し
て
小
湊
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
確
保
さ
れ
た

こ
と
等
が
要
因
と
な
り
、
上
総
中
野
～
小
湊
の
開

通
は
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
だ
。

今
回
の
旅
は
、
五
井
駅
で
１
日
フ
リ
ー
乗
車
券

を
買
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
五
井
は
上か

ず

総さ
の

国く
に

の

中
心
地
だ
っ
た
場
所
で
、
国
分
寺
の
ほ
か
役
所
な

ど
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
車
窓
か
ら
住

宅
地
と
農
地
が
入
り
交
じ
る
風
景
を
眺
め
つ
つ
、

当
時
の
五
井
を
想
像
す
る
の
は
楽
し
い
。

沿
線
に
は
、
ほ
か
に
も
歴
史
や
物
語
に
関
わ
る

名
所
が
あ
り
、
途
中
下
車
し
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ

る
が
、
ま
ず
は
上
総
中
野
駅
を
目
指
す
。

小
湊
鐵
道
の
駅
に
は
開
業
当
時
の
建
造
物
が
多

く
残
さ
れ
て
お
り
、
10
の
駅
舎
の
ほ
か
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

・
隧ず

い

道ど
う

（
ト
ン
ネ
ル
）・
機
関
庫
な
ど
が
国
の
登
録
有
形

文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。

上
総
中
野
駅
に
到
着
す
る
と
、
駅
舎
は
建
て
替

え
ら
れ
て
い
た
が
、
ホ
ー
ム
か
ら
見
た
景
色
は
半

世
紀
前
の
記
憶
と
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
タ
イ
ム
ト

リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
感
慨
に
浸
っ
た
。

懐
か
し
い
気
持
ち
は
養よ

う

老ろ
う

渓け
い

谷こ
く

駅
で
よ
り
高

ま
っ
た
。
駅
前
広
場
の
様
子
は
す
っ
か
り
変
わ
っ

て
い
た
が
、
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
の
駅
舎
は
現
在

も
開
業
当
時
の
ま
ま
だ
。

そ
の
後
巡
っ
た
、日
本
の
観
光
地
の
原
風
景
と
い

い
た
く
な
る
よ
う
な
養
老
渓
谷
温
泉
や
、広
々
と
し

た
高た

か

滝た
き

湖こ

、
千
年
を
超
え
る
歴
史
を
も
つ
高た

か

瀧た
き

神じ
ん

社じ
ゃ

も
印
象
的
だ
っ
た
が
、
光こ

う

風ふ
う

台だ
い

駅
周
辺
も
沿
線

開
発
の
歴
史
が
感
じ
ら
れ
て
興
味
深
か
っ
た
。

旅
の
終
わ
り
は
五
井
駅
前
の
「
こ
み
な
と
待
合

室
」
へ
。
小
湊
鐵
道
の
会
議
室
を
改
装
し
た
と
い

う
店
内
で
小
腹
を
満
た
し
、
帰
路
に
つ
い
た
。

養老川によって形成された渓谷で夷隅郡大滝町から市原市
朝生原にわたって続く。渓谷沿いには養老渓谷温泉郷があ
る。写真中央の橋は出世観音立國寺の参道。

小湊鉄道株式会社
Kominato Railway Co., Ltd.

設　　　立　�1917 年（大正 6年）5月19日
本社所在地　千葉県市原市五井中央東一丁目１‒２
小湊鐵道線　五井駅～上総中野駅（39.1㎞）
https://www.kominato.co.jp
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